
｢保護管理｣(Wildlife Management)カモシカ問題
ニホンカモシカの有害駆除にあたる個体数の管理は文化庁・環境庁・

林野庁の3庁合意をもとに行われていた。

カモシカの保護及び被害対策について（三庁合意）
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環境庁，文化庁及び林野庁は，これまでカモシカによる造林木被害等（以下「被害｣と
いう。）に対処し，必要な当面の措置を講ずるとともに対策樹立のための諸調査を実施
してさたところであるが，カモシカの生息状況，被害の状況等を踏まえ，今後，カモシ
カの保護と被害の防止との両立を図るため以下の方針等により対処するものとする。

① カモシカについては，その生息状況，被害の状況，森林施業に関する計画等を勘案しつ
つ，その安定的維持繁殖を図るため，地域を限って天然記念物に指定し保護する方向で
対処するものとし，これに至る三庁合意による措置として，カモシカの生息している地
域を順次区分の上，保護地域を計画的かつ可及的すみやかに設けるものとする。

② 保護地域内においては，原則としてカモシカの捕獲は認めないものとする。保護地域内
でのカモシカの保護及び被害防止対策の徹底を図るため，管理機関を定め，保護地域の
範囲の周知・明確化，地域内の管理計画の策定，保護と被害防止対策の実施等の推進に
努めるものとする。 また，保護地域内での森林施業については，カモシカの保護に配
慮しつつ，森林施業に関する計画に基づいて実施するものとする。

③ 保護地域設定に当って区分した地方における保護地域以外の地域においては，被害防止
に努めるとともに，被害の状況等に応じ，公的機関が麻酔銃の使用等有効適切な方法に
より行うカモシカの個体数調整を認めるものとする。

④ カモシカによる被害の補填については，被害防止対策の充実とあいまって，現行制度，
施策の適切な運用により対処するものとする。

カモシカ保護地域の位置図
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